
東京都中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX 2階 
TEL 03－5542－1035  
※東京メトロ半蔵門線・銀座線「三越前」駅地下直結 

地域のコミュニティスペースでもある「梶賀 網元ノ家」 

参加無料 

定員50人 
＜先着順＞ at. 

ー尾鷲の端の小さな漁村の物語ー 
“梶賀のあぶり”は暮らしの中にキラリ光る宝石だった 

２０１８年１０月３日(水) １９：００ start 

三重の“宝”トーク 

【第1部】 ト ー ク （19：00～20：30） 

●ゲスト 中川 美佳子さん 
 (株式会社梶賀コーポレーション代表取締役社長／地域おこし協力隊) 

●ナビゲーター 中村 真さん 
 (イマジン株式会社代表／尾道自由大学校長 
 ／自由大学及び尾道自由大学「神社学」教授) 
 

【第2部】 交流会 （20：30～21：00） 

梶賀に100年前から伝わる保存食「あぶり」 

かじ か 



＜プロフィール＞ 
●ゲスト 

○中川 美佳子さん（株式会社梶賀コーポレーション代表取締役社長／地域おこし協力隊） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

●ナビゲーター 

○中村 真さん（イマジン株式会社代表／尾道自由大学校長／自由大学及び尾道自由大学「神社学」教授）   

 
 
 
 
 
 
 

1979年三重県津市生まれ。大学入学で上京し、都内の金融会社に就職。 
メガバンク再編の渦中でM&AやFintechベンチャーとの業務提携などを経験。 
経営ノウハウ習得のため取得した中小企業診断士の資格を通じて出会った様々
なタイプの創業社長のパワーに圧倒され、中小企業支援をしたいとの思いが募り、
2016年に生まれ育った三重県に地域おこし協力隊の制度を活用してUターン。
小さな漁村で6次産業化に取り組み、地元の高齢者とともに水産加工の会社を起
業。2017年より三重県6次産業化プランナーとして県内農山漁村地域の事業者
支援も行っている。 

現在は五感を刺激する 様々なプロジェクト「five sense project」プロデューサーとして
全国の地域の魅力再発見プロジェクトに参画している。学生時代より世界を旅し、外か
ら見ることで日本の魅力に改めて気づき、温泉と神社を巡る日本一周を3度実行し、
そのころから独自の神社研究が始まる。これまでに神社関連書籍を発行人や監修とし
て複数冊出版。一昨年の6月には初著となる「日本の神さまと上手に暮らす法」をダイ
ヤモンド出版より発売。 

●申込方法 
 申込書に必要事項を明記のうえ、下記までFAXまたはメールでお申し込みください。 
 メールの場合は、タイトルを「10/3 三重の宝トーク申し込み」として、①氏名、②会社・団体名、 
 ③メールアドレス、④電話番号（当日の連絡先）を明記してください。 

●申込締切  10月2日（火） 17時  ※定員を超えてご参加いただけない場合のみ、ご連絡いたします。 

●申込先  三重テラス事務局（中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX TEL 03-5542-1035） 

              FAX  03-5542-1034 ／ E-mail  eigyo@pref.mie.jp  

 氏名  会社・団体名 

 TEL（当日の連絡先）  E-mail 

    

※ご記入いただいた個人情報は、当トークの運営及び三重テラスイベントのご案内に利用します。 

先月に引き続きお届けする「三重の宝トーク」第5回は、三重の市街地育ち、東京でのキャリアウーマン時代を経て、
尾鷲の南端「梶賀」に地域おこし協力隊でやってきた中川美佳子さんをご紹介します。 
 
中小企業診断士や気象予報士の資格も有する彼女がどのようにして「梶賀」と出会い、地域の為に出来ることを
考えるようになったのか？そこには古くからある漁村の暮らしの他にいったい何があったのだろう・・・ 
 
全国的に広がった地域おこし協力隊のひとつの現実と、迎え入れることになった現地の状況が中川さんと「梶賀」
の宝物を繋ぎ合わせ、いつしかそれは尾鷲の宝になっていく。いくつもの湾を超えてようやくたどり着く小さな漁村は、
本質的な暮らしに想いを寄せる一人の女性とともに生きていくことを選び、村全体で守ってきた宝物がもっともっと
光り輝く為に力をあわせている。 
 
「私はこの土地の宝物を磨く仕事なんです」と彼女は笑顔で答えてくれた。「梶賀のあぶり」というその土地独自の
食文化だけが大事なのではなく、その食文化を綿々と繋ぎ守ってきた梶賀の暮らしとそこに住む人々の想いこそが
三重の宝物に他ならないと考えています。 

＜ナビゲーター・中村 真さんからのメッセージ＞ 


